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1. はじめに 

長距離の自動車運転時にドライバーが一人である場合，

刺激がなく眠く感じたり暇と感じたりしてしまう場合も

多いと考える．また，家に一人でいる場合にも暇を持て

余す場合も多い．近年，Siri 等がスマートフォンに音声認

識機能が付与され，その用途そして多いのが雑談やこん

なこと聞いたらどうなるか等と聞く[2]．しかし，一般の

音声応答システムを実際に使ってみると期待した応答と

異なることが多い．また，自分の所望の情報になかなか

到達しないことも多い．本論文では長距離運転中のドラ

イバーが退屈して眠くなるのを防ぐ等のためにシステム

がユーザの興味のある情報を提供することでユーザに刺

激を与え，眠気の除去や時間を潰せるシステムの提案を

行う．ユーザは運転中で目や手を自由に離すことができ

ないので，システムはユーザに音声対話を通して情報提

供を行う．対話の内容はユーザの興味を持つ情報を提供

することで，ユーザが対話に積極的になるようにする．

ユーザとの対話を通してユーザの興味等プロファイリン

グを行う．  

今回はパソコン上で動作するプロトタイプシステムを

構築した．3 名の被験者によるシミュレーション実験を通

して，提案システムの実用性・課題を検討する． 

2. システム概要 

ユーザがニュースカテゴリ等を指定して，その条件に

当てはまる複数のニュースをニュースリストとする．シ

ステムはニュースリストのニュースタイトルを１件ずつ

読み上げ，ユーザはそのニュースの内容を聞きたいか否

かを応える．システムとユーザが音声対話を行うために，

音声認識技術と音声合成技術を使用する．ニュースリス

トの作成条件を複数用意することによってユーザは容易

に好みのニュースを探せるようにする．読み上げたニュ

ースはユーザにとっては興味を持っているニュースであ

るため，そのニュースの情報を利用してユーザのプロフ

ァイリングを行い，ユーザ好みのニュースをユーザに提

供し易くなる点が本システムの特徴の一つである． 

2.1 システムの流れ 

音声対話を通して提供する情報はインターネット上か

ら取得したニュースを用いる．ユーザからシステムへは

音声で応答し，その音声を音声認識システムを用いてテ

キスト化する．  

 システムは対話開始以前よりインターネットを介して，

最新のニュース情報を取得しておく．今回は Yahoo ニュ

ース[3]を利用した．システムを起動すると，ユーザは聞

きたいニュースリストの種類を選択する．ニュースリス

トには Yahoo ニュースから取得したニュースのタイトル

や内容などが保持されている．対話の流れは図 1のように

なる．システムはニュースリスト中のニュースタイトル

を 1つ読み上げ，読み上げたタイトルのニュースに対して

ユーザは 4種類の中から１つの応答をシステムに対して行

う．  

(1) 「選ぶ」：ニュースリストを抽出する．詳しくは2.4

で説明する．  

(2) 「読んで」：ニュースの内容を読み上げる．読み上

げたニュースについてユーザの好みの情報をプロフ

ァイリングする．詳しくは2.5で説明する． 

(3) 「次へ」：次のニュースのタイトルを読み上げる． 

(4) 「終わる」：システムを終了する． 

現時点ではシステムが読み上げ中にユーザは発声する

ことを認めていないが，より良いユーザインターフェー

スとするためには途中で発声を可能にすべきだが，これ

は今後の課題とする． 

 

 

2.2 音声認識技術 

一般的な音声認識システムを用いて人間の音声を単語

列のテキストに変換する．  

本稿では大語彙連続音声認識エンジンの Julius[4]を使用

し，Julius を常時動かしてユーザーの音声を常に自動的に

認識する． 

図 1 音声対話システムの流れ 
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2.3 音声合成技術 

一般的な音声合成システムを用いてテキストから人間

の音声を人工的に作成する． 

本稿ではテキスト読み上げソフトの SofTalk[5]を使用し

ニュースの読み上げを行う． 

2.4 ニュースリストの抽出 

ニュースリストとはユーザが次に述べる方法で抽出し

た複数のニュース群で，音声対話で決定される．各ニュ

ースはタイトル，内容，カテゴリの情報を保持している．

以下の４つのユーザの要望に当てはまるニュースをタイ

トル，内容，カテゴリ情報を検索し，ニュースリストと

して抽出する． 

(1) 「おすすめ」：プロファイリングで決定されたユー

ザ好みのニュースを抽出する． 

(2) 「カテゴリ」：ユーザが指定したカテゴリのニュー

スを抽出する． 

(3) 「最新」：全てのニュースを最新のものから抽出す

る． 

(4) 「検索」：ユーザが指定した検索語がニュースタイ

トルか内容に含まれるニュースを抽出する． 

 

 

2.5 プロファイリング 

本システムではユーザ好みの情報のプロファイリング

を行うことにより，ユーザの興味にあったニュースを抽

出できる．事前に興味のあるカテゴリやキーワードを登

録しておくだけではなく，ニュースに含まれる単語の出

現頻度と好みのカテゴリを以下の方法により抽出・プロ

ファイリングする．Yahoo ニュースにはカテゴリとして国

内，国際，経済，エンタメ，スポーツ，IT，科学，地域の

8 種類あるが，各ニュースがどのカテゴリに属しているか

の情報を用いる． 

読み上げに至ったニュースはユーザが興味を持ったも

のであるため，そのタイトルと内容に含まれている名詞

の単語数の出現頻度をカウントする．出現頻度が高い単

語をユーザの興味のあるキーワードとして追加登録し，

そのキーワードを含むニュースはユーザが興味を持つニ

ュース内容であると考える． 

また，読み上げたニュースのカテゴリについても読ま

れる度にカウントする．読み上げ回数が多いカテゴリの

ニュースはユーザが興味を持つと考える． 

このように抽出したユーザにとってのキーワードと読

み上げ回数が多いカテゴリの情報を使用し，ユーザが興

味を持つと考えられるニュースを抽出し，このニュース

リストを「おすすめ」として提供する． 

3. 実験 

3.1 実験条件 

パソコン上で動作するプロトタイプシステムを構築し，

3 名の被験者によるシミュレーション実験を行う．音声対

話のみで操作を行い，「カテゴリ」，「最新」，「検

索」のニュースを 1 件ずつ聞いてもらい，3 件のニュース

からプロファイリングを行い，「おすすめ」のニュース

を 1件聞いてもらった． 

シミュレーション実験後に以下の 5つの質問に 5段階評

価で回答してもらった． 

(1) このようなシステムがあったら良いなと思います

か？  

(2) 提供されたニュースは聞きたいものでしたか？ 

(3) 対話の流れは満足ですか？  

(4) 音声認識は満足ですか？  

(5) 音声合成（文章読み上げ）は満足ですか？ 

(6) その他（意見があれば） 

3.2 結果・考察 

各質問の 5段階評価の平均値を以下のようになった． 

(1) 4.7，(2) 4.7，(3) 3.7，(4) 3.0，(5) 3.0 

 (1)，(2)については高い評価で得られ，本システムの必

要性や利用可能性を確認できた．一方(3)やその他の意見

が示すように，どのように対話すれば良いか分からなく

なる状態があり，対話の流れをわかり易くするとともに

発話や話題転換を柔軟に行えるようにする必要があると

考える． 

音声認識精度が低く誤認識が多いため，命令を入力で

きないことがあった．より精度の高い音声認識システム

を使用するとともに，本システムではユーザが限定され

るので話者適応により認識精度を向上できると考える．

音声合成の読み間違えが発生したため音声合成の評価が

低かった．使用した音声合成システムの機能による読み

方の学習を行い，より精度の高いシステムを使用してい

きたい． 

今回はユーザは 3件のニュースからしかプロファイリン

グを行わなかったため，もう少し長くシステムを使用し

た場合のプロファイリングの精度の満足度についても評

価していきたい． 

4. おわりに 

運転中等に用いる音声対話継続システムの提案を行っ

た．シミュレーション実験によりシステムの必要性や利

用可能性を確認ができた．今後は対話流れが自然になる

ように改良を行うことを考える．また，プロファイリン

グの項目や条件を増やし，ユーザ好みのニュースを提供

できるようにしいたいと考える． 
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図 2 ニュースリストの例 

タイトル：〜
内容：〜

カテゴリ：国内

タイトル：岩手で〜
内容：〜岩手〜
カテゴリ：地域

・
・
・

国内カテゴリのニュースリスト 検索語「岩手」が含まれるニュースリスト
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